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「即日始動！工場 DX パッケージ」提供開始 

～経験や勘に頼らず、デジタルで生産ロスの要因を特定し生産性を向上～ 

 

東京エレクトロン デバイス株式会社 (本社:横浜市神奈川区、代表取締役社長:徳重 敦之、以下 TED)

では、製造業のお客様の現場改善を支援する「即日始動！工場 DX パッケージ」を開発し、4 月 6 日か

ら提供開始します。 

 

製造現場の主な生産ロス要因には、「設備の故障」「刃具交換」「チョコ停」「制御不良」「環境影響」「調整

ミス」などがあります。「即日始動！工場 DX パッケージ」は、こうした状況をデジタルで可視化、ロス要因

をデータ解析から特定し、改善策を現場に反映できます。「課題の抽出」「原因調査」「改善効果の可視

化と横展開」といった一連の改善プロセスの業務を DX 化することで、生産性の向上に貢献します。 

 

本パッケージは、「工場のデジタル化ツール CX-D」を用いて設備の稼働状況のデジタル化と課題の抽

出を行い、「現場業務の改善ツール CX-M」を使って日々の運用で得られたデジタルデータからロス要

因を速やかに分析、改善対策を現場に反映して工場の DX 化を実現します。2 つの DX ツールを連携し

て活用することで、経験や勘に頼らない安定した工場運営と生産現場の生産ロス削減に寄与します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

本パッケージの 3 つの利点 

（１）工場内で全て完結し現場主導の DX を実現できる 

（２）自社運用で DX を推進し、ノウハウを蓄積できる 

（３）開発不要で素早く始動し導入コストを最小化できる 

 

 工場 DX パッケージの特長 

1. 「工場のデジタル化ツール CX-D」が、設備稼働をデジタルでとらえデータから課題を抽出、監視 

 工場内の多様な設備やセンサーと接続しデータを収集し記録します。単にデータ収集をするだ

けでなく、データ取り始めから利用できる「クイック AI 異常検知機能」により「いつもと違う」を検
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知できます。いつもと違う挙動と現場課題をデジタルデータでつなげ真の課題を抽出します。 

 

 

 プログラミング開発は不要で画面からの設定作業ですぐに利用できます。IT やデータ分析の専

門知識は不要で、工場のデジタル化を実践できます。 

 

2. 「現場業務の改善ツール CX-M」が、データからロス要因を特定し改善対策を現場に反映 

 異常検知・要因調査・状態診断の分析作業を CX-M が 1 台で対応し、設備の予知保全、製造

工程の異常検知、品質不良の要因をデジタルデータから調査し、分析結果など、生産ラインの

良否判断に用いる情報をわかりやすく可視化し、改善検討作業の質を向上します。 

 

 従来のデータ分析専門家による分析作業やエンジニアによるプログラム開発作業を自動化でき

るため、ものづくり現場の技術者が本来の業務に専念でき、現場業務の改善を効率化します。 

  

              【製造現場の改善プロセスと工場 DX パッケージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

  

 今後の展開 

工場 DX の取り組みを検討されているお客様や、すでに取り組んでいるが道半ばのお客様に、オンライ

ン会議形式で要望のヒアリングと工場 DX パッケージのデモンストレーションの機会を提供し、現場改善

のサポートを進めて参ります。 

（オンライン相談のお申込みはこちら：https://www.inrevium.com/product/online_community/） 

https://www.inrevium.com/product/online_community/


News Release             

 

 

 開発の背景 

製造現場の改善プロセスの DX 化は、多くのお客様が関心を持っている反面、実現には大きく 3 つの課

題がありました。「課題の抽出（なにから取り組むべきかという悩み）」、「課題の原因調査（データ分析作

業と成果）」、「改善効果の可視化と横展開」です。これらは 1 つの改善プロセス内の課題であり、一連の

課題を連携して解決できる環境（DX ツール・システム）が求められていました。そのため、現場の担当者

が課題で悩むことなく現場主動で改善プロセスが回せる環境を実現したのが本工場 DX パッケージで

す。従来の進め方に、うまくデジタル要素を取り入れる事で業務に新たな定量化視点を追加し、体系的に

進めることができます。 
 
 補足情報 
本パッケージの詳細内容はこちら ： https://www.inrevium.com/pickup/dx-process/ 
工場のデジタル化ツール CX-D の詳細 ： https://www.inrevium.com/product/cx-d/ 

現場業務の改善ツール  CX-M の詳細 ： https://www.inrevium.com/product/cxm/ 

 
【東京エレクトロン デバイス株式会社について】 
東京エレクトロンデバイスは、半導体製品やビジネスソリューション等を提供する「商社ビジネス」と、お客

様の設計受託や自社ブランド商品の開発を行う「メーカー機能」を有する技術商社です。 
URL： https://www.teldevice.co.jp/ 
 
＜本件に関する報道関係からのお問合せ先＞ 
東京エレクトロン デバイス株式会社 総務部 広報グループ 堀田・山下 
Tel：045-443-4132、Fax：045-443-4050 
お問い合わせフォーム： https://www.teldevice.co.jp/cgi-bin/form/contact.php 
 
＜本件に関するお客様からのお問合せ先＞ 
東京エレクトロン デバイス株式会社 
PB BU  
Tel：045-443-4030、Fax：045-443-4062 
お問い合わせ mail: ips-contact@teldevice.co.jp 
お問い合わせ URL： https://survey.zohopublic.com/zs/lUCsI9 
 

※ このニュース リリースに記載されている会社名、製品名は、各社の登録商標または商標です。 
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